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「2012 年５月期 連結業績概要」のお知らせ 

 

「平成 24 年５月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に関する補足説明の資料として、添付の「2012

年５月期 連結業績概要」をお知らせいたします。 

 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料

はその実現を確約、保証するものではございません。 
また、本資料への公認会計士または監査法人の関与はございません。 
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2012年５月期 連結業績概要

2012年７月４日
アスクル株式会社

12/５期は過去最高売上・増益転換を達成

ヤフー株式会社との提携により
安定成長から大きな飛躍へ挑戦

～新規事業の選択と集中により経営資源を再配置～
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（ご注意）
本資料には、当社グループの現在の計画や業績の見通しなどが含まれておりま

す。これら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計
画･予想したものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこ
の計画などとは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するも
のではございません。また、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございま
せん。

本資料における新規事業とは、「SOLOELエンタープライズ」「アスマル」「愛速客楽
（上海）」を指します。「（仮称）ＹＡＳＫＵＬ」とは、ヤフー株式会社との提携により新た
にスタートする一般消費者向けのオンライン通信販売事業を指します。既存事業と
は前述以外を指します。

また、「ＢtoＢ」とは、企業(Business)と企業(Business)との間で行われる取引をいい
ます。 「ＢtoＣ」とは、企業(Business)と一般消費者(Consumer)との間で行われる取
引をいいます。
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ⅠⅠ 1122年５月期実績年５月期実績

ⅡⅡ 新たな成長戦略に向けて新たな成長戦略に向けて

ⅢⅢ 業務資本提携の決断の背景業務資本提携の決断の背景

ⅣⅣ 大きな飛躍への挑戦大きな飛躍への挑戦

ⅤⅤ 1313年５月期計画年５月期計画

3

アルファパーチェスの買収効果やWeb専用商材の拡充により、売上
高は初の2000億円を突破、前期比で8.0％プラスの158億円の増加

収益構造の異なるアルファパーチェスの連結や今後の成長を企図し
たエージェント向けインセンティブにより、売上総利益率に影響があ
るものの、売上総利益額は過去最高

多岐に亘るコスト削減活動の成果等により、売上高販管費比率を前
期比で0.7ポイント改善し、営業利益は前期比で0.4ポイント改善の
23.5％増

一過性の法人税等合計の増加７億円（利益のマイナス要因）の影響
を受けるも、震災から完全復活を成し遂げ当期純利益は黒字転換

新規事業は前期比で営業損益改善

12/５期連結業績のサマリー

震災から完全復活、売上高過去最高・増益転換を達成

営業利益計画は厳守しつつ成長コストを積極投下
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百万円 ％ 百万円 ％ ％ 百万円 ％

売上高 197,070 100.0 212,932 100.0 ＋8.0 220,000 △3.2

売上総利益 44,663 22.7 47,490 22.3 ＋6.3 50,000 △5.0

販売費および
一般管理費 39,306 19.9 40,873 19.2 ＋4.0 43,500 △6.0

営業利益 5,357 2.7 6,617 3.1 ＋23.5 6,500 ＋1.8

経常利益 5,275 2.7 6,504 3.1 ＋23.3 6,400 ＋1.6

税引前
当期純利益 474 0.2 6,270 2.9 ＋1,221.3 ― ―

当期純利益 △1,015 △0.5 2,301 1.1 ― 2,700 △14.8

前期比 計画 計画比

11/５期 12/５期

金　額金　額
売上
比率

売上
比率

12/５連結業績の概要

第三者割当増資関連費用・予算外販促コスト等 計５億円

一過性の法人税等合計の増加７億円（利益のマイナス要因）
（税率変更：3.8億円、子会社減損：3.2億円）

エージェント向けインセンティブ８億円

震災による特別損失26億円
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６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月 12月 ３月

◆月次売上高（連結）の推移（稼働日修正後 前年同月度対比）

2009年 2010年 2011年

ﾘｰﾏﾝ
ｼｮｯｸ

2008年

震災から完全復活し、第４四半期（３ヶ月）では２桁成長を実現

アルファ
パーチェス

連結効果一巡

2012年

東日本大震災

アルファ
パーチェス
連結開始

※2011年１月は年末年始の暦の関係により稼働日修正をしておりません。

月次売上高の推移 連結連結
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単体単体
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６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月 １２月 ３月

購入お客様単価 伸長率（前年同月度対比）

購入お客様数 伸長率（前年同月度対比）

購入お客様数・単価伸長率の推移

2009年 2010年

お客様数

お客様単価
大幅

値下げ

2011年 2012年

お客様数・単価伸長率ともに震災の影響から完全復活
商材拡大の効果によりお客様単価伸長率はプラス転換

東日本大震災

※2010年３月より2011年2月まで前期実績から
ぽちっとアスクル分を除いております。

稼働日が1日少ない影響
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11/５期（実績）
連結売上高 1,970億円

12/５期（実績）
連結売上高 2,129億円
前期差 ＋158億円
前期比 ＋8.0％
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既存等

連結売上高 1,479億円
前期差 ＋4億円
前期比 ＋0.3％

アルファーパーチェス

単体売上高 131億円
前期差 ＋84億円
連結消去 △11億円

SOLOEL ARENA等

連結売上高 534億円
前期差 ＋80億円
前期比 ＋17.6％

アルファパーチェスの買収効果と
ＳＯＬＯＥＬ ＡＲＥＮＡ売上拡大により2000億円を突破

12/５期連結売上高の増減要因
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11/５期（実績）
連結売上高 519億円

12/５期（実績）
連結売上高 575億円
前期差 ＋56億円
前期比 ＋10.9％
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＋22
＋29

既存等

連結売上高 393億円
前期差 ＋29億円
前期比 ＋16.5％

アルファーパーチェス

単体売上高 38億円
前期差 ＋11億円
連結消去 △7億円

SOLOEL ARENA等

連結売上高 150億円
前期差 ＋29億円
前期比 ＋24.4％

第４四半期（３ヶ月）では既存事業の回復が顕著
商材拡大の戦略が中小事業所の売上高に貢献

第４四半期（３ヶ月）連結売上高の増減要因

9

ソロエルアリーナ＋アスクルアリーナ累計ご登録企業数の推移
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（100社）

SOLOEL
ARENA

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

SOLOEL
エンタープライズ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
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アスマルアスマル個個 人人

ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ

SOLOEL ARENAは計画を上回る進捗
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ソロエルアリーナ＋アスクルアリーナ等売上金額の推移（億円）

13/５期
目標

579億円42
85

149

224

297
345

387

451

２万社
突破

前年同期比 +17.8％

534
579

アスクルアリーナからの移行は順調、６月末現在70％超完了（ユーザーベース）
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事務用品 事務
用品

間接材すべて

オフィス用品全般

オフィス
用品

作業用品

理化学用品

医療用品

商材の拡大

オフィス通販の枠組みを超えて成長

11

事務用品 事務
用品

間接材すべて

オフィス用品全般

オフィス
用品

作業用品

理化学用品

医療用品

商材の拡大

オフィス通販の枠組みを超えて成長

2012年６月現在、Webショップの

取扱商材数は26万ＳＫＵ超へ
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サプライヤ（アズワン・トラスコ中山）連携のスタート
2012年４月から約12万SKUのMRO商材を翌日配送*

非在庫翌日配送サービスのスタート

*使用している商品画像はイメージを表しています。
連携するサプライヤ毎に、一部対象外のエリア・商品があります。

これまでの
翌日配送サービス

2012年４月スタート

オフィス用品

約３万SKU

工具・理化学品等の
MRO商材を拡大

約15万SKUを

翌日配送

13

ＭＲＯ商材の売上は着実に拡大

「アスクルカタログ２０１２春･夏号」

カタログによる販促＋翌日配送効果により
アルファパーチェス商材が週販25百万円を突破

アルファパーチェス商材
売上高推移（週販）
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品目別売上高 単体単体

金額 前期比 金額 前期比

（百万円） （％） （百万円） （％）

ＯＡ・ＰＣ用品 79,028 △0.5 79,399 ＋0.5

事務用品 43,675 ＋2.1 46,530 ＋6.5

オフィス生活用品 38,700 ＋5.2 40,985 ＋5.9

オフィス家具 15,661 ＋9.4 17,455 ＋11.5

その他 12,078 △7.4 13,306 ＋10.2

合　計 189,144 ＋1.5 197,677 ＋4.5

11/５期通期 12/５期通期

Ｗｅｂ専用商材が事務用品・オフィス家具の売上伸張に貢献

メディカル（その他の一部）が商材拡大＋専用サイトの相乗効果で躍進

15

品目別売上高 単体単体

金額 前年同期比 金額 前年同期比 金額 前年同期比

（百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％）

ＯＡ・ＰＣ用品 38,705 △1.8 20,084 ＋0.9 20,609 ＋4.6

事務用品 21,877 ＋2.5 11,499 ＋6.8 13,153 ＋13.7

オフィス生活用品 20,408 ＋3.3 10,100 ＋6.3 10,475 ＋10.9

オフィス家具 7,868 ＋6.6 3,897 ＋8.1 5,689 ＋21.6

その他 6,229 ＋5.0 3,505 ＋8.5 3,571 ＋22.6

合　計 95,090 ＋1.3 49,087 ＋4.4 53,499 ＋10.7

12/５期第２四半期累計
(６ヶ月）

12/５期第３四半期
(３ヶ月）

12/５期第４四半期
（３ヶ月）

第４四半期（３ヶ月）では全品目の成長が加速
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売上総利益額 474億円
売上総利益率 22.3％

計画差 △0.4％ポイント 前期差 △0.4％ポイント

＜四半期ごとの売上総利益率の推移＞
第１四半期：22.3％ 第２四半期：22.4％
第３四半期：22.3％ 第４四半期：22.2％

①震災による粗利ミックスへの影響
②収益構造の異なるアルファパーチェスの連結
③エージェント向けインセンティブ
により影響を受ける

売上高拡大により売上総利益額は過去最高

12/５期連結業績の主なポイント

17

連結売上総利益の推移

24.0％売上総利益率
（エージェント向けインセンティブ
・アルファパーチェス影響除く）

23.4％ 23.5％ 23.0％ 23.2％

億円

利益額は過去最高額、ベースの利益率は回復傾向

350

370
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470

490

08/５期 09/５期 10/５期 11/５期 12/５期

エージェント向けインセンティブ

売上総利益

売上総利益率 24.0％ 23.3％ 23.5％ 22.7％ 22.3％
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販管費 408億円 売上高販管費比率 19.2％

前期差 △0.7ポイント ＋15億円
計画差 △0.6ポイント △26億円
＜四半期ごとの売上高販管費比率の推移＞

第１四半期：19.7％ 第２四半期：19.2％

第３四半期：18.5％ 第４四半期：19.4％

＜販管費の計画差の主な内訳＞
・売上高未達にともなう変動費の減少 △９億円
・エージェント向けインセンティブの売上割戻への計上 △８億円
・減価・ソフトウェア償却費の減少 △４億円
・第三者割当増資関連費用・予算外販促コスト ＋５億円
・その他コストバスターズの成果等 △10億円

営業利益 66億円（通期計画65億円）
＜四半期ごとの営業利益率の推移＞

第１四半期：2.6％ 第２四半期：3.2％ 第３四半期：3.8％ 第４四半期：2.8％

・インセンティブ及び臨時コスト等により第４四半期は一時的に低下

12/５期連結業績の主なポイント

19

18.0%

18.5%

19.0%

19.5%

20.0%

第１四半期（３ヶ月） 第２四半期（３ヶ月） 第３四半期（３ヶ月） 第４四半期（３ヶ月）

売上高販管費比率

売上高販管費比率（第三者割当増資関連費用・予算外販促コストを除く）

売上高販管費比率の推移（四半期推移）

第４四半期はカタログコスト発生期だが、臨時コストを除けば第３四半期並み
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新規事業の営業損益の状況

-28

-24

-20

-16
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0
１Ｑ累計 ２Ｑ累計 ３Ｑ累計 ４Ｑ累計

11/５期実績

12/５期計画

12/５期実績

億円

愛速客楽（上海）の損益改善が計画に届かず
新規事業は13/５期に選択と集中を断行

四半期累計

21

特別利益 ８億円
災害損失戻入益 6.0億円
新株予約権戻入益 2.3億円

特別損失 10億円 （通期計画５億円）
固定資産にかかる減損損失 9.5億円

当期純利益 23億円 （通期計画27億円）
⇒一過性の法人税等合計の増加７億円（利益のマイナス要因）

の影響あり

設備投資 26億円 （通期計画33億円）
次世代Web開発 6.4億円
マテハンシステム（ＤＣＭセンター） 4.5億円

（参考）減価・ソフトウエア償却費 30億円 （通期計画 34億円）

12/５期連結業績の主なポイント
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22

ＢtoＢ事業は

第２成長期が

スタート

95/5期 96/５期 97/５期 98/5期 99/５期 00/5期 01/5期 02/5期 03/5期 04/5期 05/5期 06/5期 07/5期 08/5期 09/5期 10/5期 11/5期 12/5期

商材数

売上高

お客様数

業務統合
システム導入

ｅライン

※eラインとは、カタログビジネスから、ネットビジネスへの進化を意味しております。

23

ⅠⅠ 1122年５月期実績年５月期実績

ⅡⅡ 新たな成長戦略に向けて新たな成長戦略に向けて

ⅢⅢ 業務資本提携の決断の背景業務資本提携の決断の背景

ⅣⅣ 大きな飛躍への挑戦大きな飛躍への挑戦

ⅤⅤ 1313年５月期計画年５月期計画
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24

Ｗｅｂサービス提供による既存事業の再成長
二桁成長回帰に向けた新規事業の展開

93/５期 11/５期

事
業

展
開

カタログベース、 在庫型、 オフィス用品

カタログビジネスモデル
による高成長

持続的成長

新たなる成長

Ｗｅｂサービス

（事業年度）

アスマル

上海を起点とした

アジア展開

既存事業の成長

新規事業の成長

11/11/５５期第２四半期開示期第２四半期開示資料資料

ＳＯＬＯＥＬ

アルファパーチェス

間
接
材

いままでの成長戦略

25

新規事業の方向性

アスマルアスマル
・７月４日付でネットプライスドットコムとの提携解消
・これまで培ってきたノウハウ・知見とともに、2012年内を目処に

（仮称）ＹＡＳＫＵＬへの融合を視野

アジア展開アジア展開
・愛速客楽（上海）は抜本的な事業の再構築を検討
・アルファパーチェスはＳＯＬＯＥＬエンタープライズとの連携による
中国での間接材購買サービス事業に着手

ＳＯＬＯＥＬＳＯＬＯＥＬエンタープライズエンタープライズ
・共同購買の取り組みの深化により13/５期中の単月黒字に目処
・中立性確保による事業展開スピードの向上を目的に13/５期中

の分社化を検討

選
択
と
集
中
に
よ
り
経
営
資
源
を
再
配
置
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26

現在

事
業

展
開

ＢｔｏＢ

提携によるシナジー効果

リアル(現場力）の強さを武器にＥコマースに軸足を移す
中長期的に全てのステークホルダーの期待に応える

新たな成長戦略

ＢｔｏＣ

ビジネス

ＢｔｏＢ
ビジネス

事業年度

27

ⅠⅠ 1122年５月期実績年５月期実績

ⅡⅡ 新たな成長戦略に向けて新たな成長戦略に向けて

ⅢⅢ 業務資本提携の決断の背景業務資本提携の決断の背景

ⅣⅣ 大きな飛躍への挑戦大きな飛躍への挑戦

ⅤⅤ 1313年５月期計画年５月期計画
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28

Eコマースは百貨店やコンビニエンスを超え、

スーパーに次ぐ市場規模へ

2010年の流通総額（兆円）

出典：日経業界地図2012年版、ITナビゲーター2012年版

20162016年には年には14.514.5兆円規模兆円規模

29

2012年4月23日、米アマゾンが「アマゾン・サ
プライ」という名称のＭＲＯ販売サイトをオープン
清掃用品、ラボ用品、安全用品、オフィス・サプライ、工具、測定／検査機
器等の14 のカテゴリーからなる50万アイテム以上の商品を取扱い

さらに従来のアマゾンモデルにはない新しいサービス要素を導入
１）専任のカスタマー・サービス・スタッフを擁している
２）オンラインだけでなく、電話やファックスでもオーダーを受け付ける
３）与信サービスを設けている

ＢｔｏＢビジネスの領域に本格的に進出するばかりではなく、米国ＭＲＯ
市場のメジャー・プレイヤーであるステープルズ （オフィスＭＲＯ）、ホー
ム・デポ（家庭ＭＲＯ）、グレインジャーやＭＳＣ（産業ＭＲＯ）に挑戦

29
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30

物流を制する者が市場を制す

2012年６月23日
日本経済新聞

朝刊掲載
「ネット通販、配送で競う」

30

31

時代の流れは
ＢｔｏＢとＢｔｏＣの垣根の解消

「攻め」は最大の「守り」

爆速での市場シェア拡大により
さらなる優位性の確立へ

31
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32

＝日本No.1

×最大の品揃え
最安の価格
最速の物流システム
最高の顧客サポート

最強の集客
最高の決済

32の新たなスマートコマースの誕生

3333

顧客基盤拡大による
ＭＲＯを含めたＢｔｏＢ事業

の成長加速

ＢｔｏＢ事業の２桁成長回帰を
実現させる

Yahoo! JAPANとの連携による
新たなスマートコマース

（Yａｈｏｏ!ショッピングの中核店）
の垂直立ち上げ

５年以内にＢｔｏＣをＢｔｏＢに匹敵する
収益を創出する事業へと成長させる

ＢｔｏＢ＋ＢｔｏＣによる
商品カテゴリのシェアアップ

取扱い物流量アップ

仕入原価低減＋物流コスト効率化により
収益性の飛躍的な向上を実現させる

ヤフー株式会社との提携の４つの狙い

Yahoo!ショッピングおよび
Yahoo!オークション既存店の
物流・配送機能の受託による
フルフィルメント事業立ち上げ

従来の当社の強み＋物流拠点拡充
により新たな収益源を確保する

① ②

③ ④
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34

現在

事
業

展
開

ＢｔｏＢ

提携によるシナジー効果

ＢｔｏＢ事業の安定成長＋提携効果

ＢｔｏＣ

ビジネス

ＢｔｏＢ
ビジネス

５年後のターゲット
連結売上高 5000億円超

連結営業利益 200億円超

1株あたりＥＢＩＴＤＡ 500円超

事業年度

34

35

ⅠⅠ 1122年５月期実績年５月期実績

ⅡⅡ 新たな成長戦略に向けて新たな成長戦略に向けて

ⅢⅢ 業務資本提携の決断の背景業務資本提携の決断の背景

ⅣⅣ 大きな飛躍への挑戦大きな飛躍への挑戦

ⅤⅤ 1313年５月期計画年５月期計画
35
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3636

ＢtoＣカンパニーＢtoＢカンパニー

商
品
別
事
業
本
部
①

商
品
別
事
業
本
部
①

商
品
別
事
業
本
部
②

商
品
別
事
業
本
部
②

ＣＯＯ

「売上高5000億円超、営業利益200億円超」を
爆速で実現できる組織へ大幅な改編を実施

・・・・・・

地域別統括地域別統括

・・
・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
戦
略
企
画
本
部

Ｗ
Ｅ
Ｂ
戦
略
企
画
本
部

商
品
別
事
業
本
部

商
品
別
事
業
本
部

物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

企
画
本
部

企
画
本
部

ECR本部（物流・調達・受注・品質） eプラットフォーム本部 バックオフィス系

大きな飛躍に向けた組織改編

ＣＯＯ

3737

ＢtoＣカンパニーＢtoＢカンパニー

商
品
別
事
業
本
部
①

商
品
別
事
業
本
部
①

商
品
別
事
業
本
部
②

商
品
別
事
業
本
部
②

ＣＯＯ

「売上高5000億円超、営業利益200億円超」を
爆速で実現できる組織へ大幅な改編を実施

・・・・・・

地域別統括地域別統括

・・
・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
戦
略
企
画
本
部

Ｗ
Ｅ
Ｂ
戦
略
企
画
本
部

商
品
別
事
業
本
部

商
品
別
事
業
本
部

物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

企
画
本
部

企
画
本
部

最高執行責任者（COO）導入
意思決定のスピードアップ

地域別に営業拠点を置き
現地・現物・現場力の強化

ECR本部（物流・調達・受注・品質） eプラットフォーム本部 バックオフィス系

大きな飛躍に向けた組織改編

ＣＯＯ

事業本部ごとに損益責任を明確化
商材ごとにＢtoＢ・ＢtoＣの境なく窓口一本化
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38

ＢｔｏＢ事業戦略についてＢｔｏＢ事業戦略について

ＢtoＢカンパニー
最高執行責任者（ＣＯＯ）

吉田 仁

2000年12月 アスクル入社

マーチャンダイザーを経て、2008年から商品部門の
責任者、2011年から現在に至るまでＥＣＲ（物流）の
責任者として従事

38

39

ＢtoＢカンパニー
ミッションステートメント

全ての仕事場に
全てのMRO商材を

安く、明日お届けして
日本の仕事場を元気にする

3939
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40

お客様基盤の拡大
Ｗｅｂ流入のお客様（ゲストユーザー）の定着化

地域密着型営業によりお客様接点を強化

4040

4141

エージェントによる営業活動

お客様情報の登録

カタログの送付

ＦＡＸ・Ｗｅｂによる受注

商品発送

月締めで請求書発送・回収

エージェントによる提案フォロー

お客様がYahoo! JAPANで検索

Yahoo!ウォレットによる決済

お客様が継続購買希望

商品発送

ＢｔｏＢの基本プロセス 新たに加わるプロセス

Ｗｅｂによる受注

商材拡大×検索効果×簡単決済でゲストユーザーを誘導
エージェントによるフォローを通じお客様を定着化

ＢｔｏＢ事業の２桁成長回帰を実現させる
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42

大阪

仙台

東京

2012年６月12日
オープン

2012年７月
オープン予定

■営業拠点＋ショールーム設置

・エリアエージェントとのリレーション強化
・エリア特性を生かしたマーケティングの実践
・ショールームを機軸とした物件家具事業の強化

地域拠点の設置～現地・現物・現場力の強化

42

43

商材の拡大
すべての間接材の

ワンストップショッピングの実現をめざす

43
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4444

事務用品 事務
用品

間接材すべて

オフィス用品全般

オフィス
用品

作業用品

理化学用品

医療用品

商材の拡大

2013年５月期末、Webショップの

取扱商材数50万ＳＫＵをめざす

お客様のニーズに応え新たな市場へ挑戦

45

商品開発
「ＭＲＯ ＰＢシリーズ」を今秋から投入予定

お客様のご要望の商品化

45
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46

１４％ ２０％

ＰＢ商品売上構成比
（オリジナル・コピーペーパーは除く）

２年後目標

ＰＢ商品ＳＫＵ数
（オリジナル・コピーペーパーは除く）

現在

3,602 5,000

オリジナル・デザイン商品

ディズニー×
スウェーデン
デザイナーの

コラボも

ＰＢ商品の売上拡大により収益性の向上を企図

ＰＢ商品の開発 SNS連動のPBシリーズをスタート
こんなのほしいな開発部

復興支援寄付企画スタート
Kodomo Art Project

/ 復興支援企画

ＰＢ商品を
紹介する
小冊子を
発刊！！

46

47

すべて明日同時お届け
ヘッド～テール商品100万ＳＫＵ

の明日同時お届けをめざす

47
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48

サプライヤ（アズワン・トラスコ中山）連携のスタート
2012年４月から約12万SKUのMRO商材を翌日配送*

非在庫翌日配送サービスのスタート

*使用している商品画像はイメージを表しています。
連携するサプライヤ毎に、一部対象外のエリア・商品があります。

これまでの
翌日配送サービス

2012年４月スタート

オフィス用品

約３万SKU

工具・理化学品等の
MRO商材を拡大

約15万SKUを

翌日配送

さらなるサプライヤとの連携強化により

２年後の翌日配送100万ＳＫＵ

＋同時お届けをめざす

48

49

ＢｔｏＣ事業戦略についてＢｔｏＣ事業戦略について

ＢtoＣカンパニー
最高執行責任者（ＣＯＯ）

吉岡 晃

2001年１月 アスクル入社

経営管理部門を経て、2003年のメディカル事業の
立ち上げから現在に至るまで責任者として従事

49
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50

ＢtoＣカンパニー
ミッションステートメント

日用雑貨を買うという
ありふれた行為に

ハッピーサプライズを感じられる
はじめてのＥコマースを

提供する
50

51

Ｗｅｂ開発
いままでにない

ＢｔｏＣサイトの構築へ

（仮称） YASKUL
Coming Soon…

51
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52

改めてアスクルの強み
～プロジェクトの進捗

52

5353
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54

１．ステアリングコミッティーの開催
第１回 ５月13日 参加人数14人

会議内容 ・コンセプト（ミッション・理念）検討

第２回 ５月26日 参加人数26人
会議内容 ・サービス名称・コア戦略検討

分科会メンバー確定
スケジュール策定

第３回 ６月11日 参加人数23人
会議内容 ・ターゲット市場（お客様・商品）検討

サービスレベル・システム要件確認

第４回 ６月27日 参加人数36人
会議内容 ・サービス名称内定、中期事業計画検討

２．組織編制
７月１日ヤフー株式会社より16名の出向者合流

アスマルとの事業統合を視野に入れた人材交流の実施

（仮称）ＹＡＳＫＵＬ垂直立ち上げに向けた進捗

第1回ステアリングコミッティー参加者
※左手最前列２人目がアスクルＣＥＯ岩田

３人目がヤフー株式会社ＣＥＯ宮坂氏

両社トップ
が参画

54

55

３．ＢtoＣ事業のグランドデザイン検討
①集客②マーケティング③マーチャンダイジング④ＣＳ⑤物流⑥デザイン
の６つの分科会を設立

（仮称）ＹＡＳＫＵＬ垂直立ち上げに向け、各分科会で詳細設計を開始
全体最適は前述のステアリングコミッティーでコントロール

４．Yahoo! JAPANと連携開始
相互のトップページにリンクを掲載

（仮称）ＹＡＳＫＵＬ垂直立ち上げに向けた進捗

55
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56

物流プラットフォーム構築
サービスレベルの向上と
物流の効率化を両立

56

57

ＢtoＣ事業

ＢtoＢで培った
インフラ、ノウハウの共有

ＢtoＣ拡大による
スケールメリットの享受

継続的な物流コストの低減とサービスの進化継続的な物流コストの低減とサービスの進化

ＢtoＢ事業とＢtoＣ事業の相互作用による競争力・収益性の向上ＢtoＢ事業とＢtoＣ事業の相互作用による競争力・収益性の向上

フルフィルメント
サービス

物流構築の基本方針

ＢtoＢ事業 事業全体
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58

垂直立ち上げ
への対応

垂直立ち上げ
への対応

サービスレベルの
維持・向上

サービスレベルの
維持・向上

収益性の向上
（物流コストの低減）

収益性の向上
（物流コストの低減）

既存の物流センターの機能強化

既存のサプライチェーン管理システムの活用

既存の配送ネットワークの活用

地方拠点の新設・基幹拠点の大型化による当日
配送地域及び当日翌日配送商品の拡大

独自の配送ネットワークによる省資源配送の拡大

稼働時間見直しによるスピード納品の実現

既存物流インフラのフル活用（マテハン見直し等）
によるスケールメリット享受及び業務効率向上

地方拠点の新設による配送費の低減

メーカーとの協業によるサプライチェーンの効率化

物流構築の３つのポイント

58

59

契約
ベース

取得
ベース

契約
ベース

取得
ベース

契約
ベース

取得
ベース

295 150 -      145 -      -      295  

50 50 -      -      -      -      50    

20 20 20 20 -      -      40    

22 22 -      -      -      -      22    

-      -      20 20 10 10 30    

-      -      -      -      80 80 80    

387 242 40 185 90 90 517  合計

首都圏増設

既存センター更新

13/５期
計画

既存センター増強

地方拠点新設

物流システム更新

14/５期
計画

15/５期以降
計画

合計

基幹センター取得

物流構築投資計画案

59

（単位：億円）
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60

改めて
ＢｔｏＢ＋ＢｔｏＣのシナジー

商品カテゴリのシェアアップ
取扱い物流量アップ

仕入原価低減＋物流コスト効率化により
収益性の飛躍的な向上を実現させる

60

61

増収増益で全てのステークホルダーの期待に応える

５年後の目標に向けての方向性

12/５期
実績

13/５期
予想

14/５期
方向性

15/５期～16/５期
方向性

17/５期
目標

2,129億円 2,390億円 3000億円超 4000億円超

うち
（仮称）ＹＡＳＫＵＬ

― 180億円 大幅成長 大幅成長

66億円 73億円 安定増益 最高益更新

うち
（仮称）ＹＡＳＫＵＬ

― 黒字確保 増益 大幅増益

30億円 34億円 倍増 微減

希薄化前ベース

308円 198円 300円超 大幅増加 500円超
１株あたり
ＥＢＩＴＤＡ

連結売上高

5000億円超

200億円超

連結営業利益

償却費
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62

環境への継続的な取り組み環境への継続的な取り組み

62

63

サプライヤー ＡＳＫＵＬ お客様

省エネ商品
の販売

返品の
有効活用

ネット受注
の拡大

回収
サービス

排出物の
リサイクル

省エネ設備
の導入

モーダル
シフトの推進

環境車両

クロス
ドック

20ha
Project

ECO-
TURN

：「低炭素」関連施策

：「資源循環」関連施策

：「グリーン購入」関連施策

環境商品の
企画・開発

オリジナル商品
環境対応

サプライヤとお客様まで結ぶ存在として、流通プラットフォームの各段階で業務と
連動したさまざまな環境施策を展開

⇒“最もエコロジーな形”でお届けすることを目指す

1box for
2trees

流通プラットフォーム全体で環境施策を展開
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64

効率的な調達の推進

2012年５月期、一部の輸入品において調
達方法を見直し、全国の物流センターの
最寄港に船で直接運ぶ方法に切り替え

⇒国内の車輸送を大幅削減
⇒調達コストとCO2排出量の削減

【従来】

【改善後】

省エネ照明の導入

▼大阪DMC １F

【導入前（2012年３月）】 【導入後（2012年５月）】

電力使用量
約40%削減

物流センターの節電対策として省エネタイプ
の照明（LED等）を積極導入

■大阪DMCにおけるLED導入
2012年４月：760本を設置
2012年８月～９月：約2,000本を設置予定

64

65

ECO-TURN配送

お客様サービスの充実と環境負荷低減
の両立を目指し2009年４月からスタート

⇒３年間で１荷物あたりの梱包材
使用量を25%削減

１荷物あたりの
梱包材使用量

△25％

ECO-TURN SUPPLY
（トナー・インクカートリッジ回収サービス）

トナーカートリッジ・インクカートリッジを無料
回収しリユース、リサイクルするサービス

お客様のオフィスにおける３R（リデュース・リ
ユース・リサイクル）推進だけでなくコスト削
減にも貢献

⇒差別化と環境負荷低減を両立

サプライヤー ＡＳＫＵＬ お客様
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66

インドネシアの森林修復再生活動を通じ
て、地域社会の活性化と生物多様性の保
全を目指すプロジェクト
2011年12月、現地NGOや地域コミュニティ
の方々と協力しインドネシア固有種（ジュ
ルトゥン）の植林をスタート

2011年12月スタート

▼ジュルトゥン ▼植林実施地

2,358万5,659本
（2012年２月時点の累計）

将来のコピー用紙の原材料をアスクルが
責任を持ってチェックしていくプロジェクト
インドネシア生産のオリジナルコピー用紙
１箱につき２本以上の産業植林に繋げる

▼専用WEBサイトで植林状況を公開

コピー用紙国内販売量No.１としての責任

66

67

ⅠⅠ 1122年５月期実績年５月期実績

ⅡⅡ 新たな成長戦略に向けて新たな成長戦略に向けて

ⅢⅢ 業務資本提携の決断の背景業務資本提携の決断の背景

ⅣⅣ 大きな飛躍への挑戦大きな飛躍への挑戦

ⅤⅤ 1313年５月期計画年５月期計画
67
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68

売上高については、商材拡大等の効果によるＢtoＢの安定成長に加え
ＢtoＣの増収効果により２桁成長を企図（増加額260億円、伸率12.2％）

直販構造のＢtoＣの売上拡大により売上総利益率の上昇を見込む
一定の効果があったエージェント向けインセンティブは継続（10億円）

販管費は、ＢtoＣの垂直立ち上げコスト（販売促進・キャンペーン等）を
織り込み、78億円の増加を見込む。

（仮称）ＹＡＳＫＵＬは黒字確保の計画、ＢtoＢの安定成長により営業利
益は２桁成長を見込む

一過性の法人税等合計の増加（利益のマイナス影響）がなくなり当期
純利益は前期比80％を超える大幅な増加を見込む

（仮称）ＹＡＳＫＵＬは開始初年度より営業黒字を計画
ＢｔｏＢの安定成長を基盤に２桁増収増益を見込む

13/５期 連結業績見通しのサマリー

68

69

百万円 ％ 百万円 ％ ％

売上高 212,932 100.0 239,000 100.0 ＋ 12.2

売上総利益 47,490 22.3 56,000 23.4 ＋ 17.9

販管費 40,873 19.2 48,700 20.4 ＋ 19.1

営業利益 6,617 3.1 7,300 3.1 ＋ 10.3

経常利益 6,504 3.1 7,200 3.0 ＋ 10.7

当期純利益 2,301 1.1 4,300 1.8 ＋ 86.8

12/５期 通期実績

金　額
売上高
比率

売上高
比率

前期比

13/５期　通期計画

金　額

13/５期 連結業績の見通し
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70

百万円 ％ ％ 百万円 ％ ％

売上高 111,000 100.0 ＋ 8.5 128,000 100.0 ＋ 15.8

売上総利益 25,400 22.9 ＋ 10.9 30,600 23.9 ＋ 24.5

販管費 22,200 20.0 ＋ 11.9 26,500 20.7 ＋ 26.3

営業利益 3,200 2.9 ＋ 6.3 4,100 3.2 ＋ 13.7

経常利益 3,200 2.9 ＋ 7.6 4,000 3.1 ＋ 13.3

当期純利益 1,400 1.3 ＋ 33.1 2,900 2.3 ＋ 132.0

金　額
売上高
比率

13/５期　上期

前期比
売上高
比率

前期比

13/５期　下期

金　額

13/５期 連結業績の上・下期見通し

70

71

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

（億円）
12/５期（実績）

連結売上高 1,970億円

13/５期（見通し）
連結売上高 2,390億円
前期差 ＋260億円
前期比 ＋12.2％

（仮
称
）
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
に
よ
る
売
上
高

S
O

LO
EL

A
R

E
N

A

、
ア
ス
ク
ル
ア
リ
ー
ナ
に
よ
る
売
上
高
増

既
存
事
業
等
（
ア
ル
フ
ァ
パ
ー
チ
ェ
ス
含
む
）
に
よ
る
売
上
高
増

＋180
＋36

＋45

既存等（見通し）

売上高 1,630億円
前期差 ＋36億円
前期比 ＋2.2％

SOLOEL ARENA等（見通し）

売上高 579億円
前期差 ＋45億円
前期比 ＋8.4％

（仮称）ＹＡＳＫＵＬ （見通し）

売上高 180億円
前期差 ＋180億円

13/５期 連結売上高（見通し）の増減要因
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72

0

50

100

150

12/５期営業利益（実績） 66億円

（億円）

売
上
増
に
よ
る
利
益
増

+58

13/５期営業利益（見通し）73億円

12/５期（実績）
売上前期比 +8.0％
売上総利益率 22.3％
販管費率 19.2％

売
上
総
利
益
率
増
加
よ
る
利
益
増

販
管
費
増
に
よ
る
利
益
減

+26

13/５期（見通し）
売上高前期比 12.2％
売上総利益率 23.4％
販管費率 20.4％

△78

13/５期 連結営業利益（見通し）の増減要因

売上高増加に伴う変動費増 36億円

（仮称）ＹＡＳＫＵＬの政策費 21億円

その他
（(仮称）ＹＡＳＫＵＬの固定費含む） 19億円

72

73

売上高 2,390億円（前期差 +260億円 前期比 +12.2％）

商材拡大・ＰＢ拡充等の効果によるＢtoＢの安定成長に加えて
ＢtoＣの増収効果により２桁成長を企図

・（仮称）ＹＡＳＫＵＬ売上高目標 180億円（前期差 +180億円）

・ＳＯＬＯＥＬ ＡＲＥＮＡ等売上高目標 579億円（前期差 +45億円）

・既存等の売上高目標 1,630億円（前期差 +36億円）

売上総利益率 23.4％ (前期差 ＋1.1％ポイント）

・直販構造のＢtoＣの売上拡大により売上総利益率の上昇を見込む
・一定の効果があったエージェント向けインセンティブは継続（10億円）

13/５期 連結業績の見通し
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74

販管費比率 20.5％（前期差 ＋1.3％ポイント） +78億円

設備投資 274億円
【主な内訳】
・物流センター投資（前述） 242億円
・ＢtoＣサイト構築 ５億円
・SOLOEL ARENA追加開発 ２億円

（参考）減価・ソフトウェア償却費 34億円 （前期差＋４億円）

ＢtoＣの垂直立ち上げコスト（販売促進・キャンペーン等）を
織り込み78億円の増加を見込む

・（仮称）ＹＡＳＫＵＬの政策費（販売促進・キャンペーン等） 21億円
・売上高増加にともなう変動費増加 36億円

13/５期 連結業績の見通し
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株主に対する利益還元 配当について

利益配分に関する基本方針

健全なキャッシュ・フローと安定した財務体質を維持しつつ、
「中長期的な企業価値向上のための設備投資資金としての内部留保の確保」と
「株主の皆様のご要望にお応えするための株主還元としての配当政策」を
バランスさせながら、総合的に判断して実施

12/５期配当(予定）

上記方針に基づき、当期の剰余金の配当については、
第三者割当増資に伴い発行済株式総数が増加した一方、
強固な財務体質の確立と当面の設備投資資金の調達を完了し、
また、次期以降はヤフー株式会社との提携に加え、
事業の選択と集中の効果により当期純利益の大幅な増益が見込めることから、
期初より予定していたとおり株主の皆様への安定的な配当を実施

⇒１株当たり年間配当金30円（中間15円、期末15円）

13/５期配当（予想）
⇒１株当たり年間配当金30円（中間15円、期末15円） 75
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76

お客様のために

進化するアスクル

76
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78

付 録

78

79

② オリジナル商品

13.2％0.9％ﾎﾟｲﾝﾄ14.1％売 上 高 構 成 比

94.3％
（76.1％）

＋5.7ポイント
（△0.2ポイント）

100.0％
（75.9％）

グ リ ー ン 商 品 比 率
※ Ｓ Ｋ Ｕ ベ ー ス

3,344＋2583,602オ リ ジ ナ ル 商 品 数

2011/５期 ５月度前期差2012/５期 ５月度

（単位：SKU）

《付録》

（注１） 各期５月度の単月実績を記載しております。
（注２） グリーン商品比率は、ナショナルブランドのアスクル限定販売商品を除いて算出しております。

また、今第２四半期より、グリーンマーク以外の環境視点での対応商品も含む新基準を採用しており、
今第４四半期については、参考のため、括弧内に旧基準でのグリーン比率を併せて記載しております。

（注３） 売上高構成比率算出に用いるオリジナル商品売上高（分子）には、オリジナル・コピーペーパーは
含まれておりません。

（注４） 各数値には、メディカル＆ケアカタログ、メディカルプロカタログを含みます。

① インターネット売上高比率

36.2％△4.1％ポイント32.1％上 記 以 外

63.8％＋4.1％ポイント67.9％インターネット経由

2011/５期前期差2012/５期

（注１） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。
（注２） 各期年間の単体実績を記載しております。
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80

△74.7%

△63.8%

34487ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定

238建 設 仮 勘 定

（単位：百万円）

（参 考）

△12.4％

＋99.3％

+14.2％

前期比

2011/５期2012/５期
科目名

1,7501,534無 形 固 定 資 産

5451,086有 形 固 定 資 産

2,2962,621【 設 備 投 資 額 】

金 額金 額

③設備投資

（注１）設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２）建設仮勘定およびソフトウエア仮勘定は一部消費税等を含んでおります。
（注３）12/５期における主な設備投資は以下の通りであります。

次世代Ｗｅｂ開発 6.4億円
マテハンシステム（ＤＣＭセンター） 4.5億円

《付録》
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